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次の世代につなげる次の世代につなげる
　安来市づくりを一緒に　安来市づくりを一緒に

安来市職員募集安来市職員募集

令和５年度（令和６年度採用予定）安来市職員採用試験令和５年度（令和６年度採用予定）安来市職員採用試験
職種・受験資格	
職種（試験区分）採用予定人数 受験資格
一般事務職
(大学卒業程度)

３名程度 平成６年４月２日から平成14年４月１日までに生まれた人。

土木技師
(短大卒業程度) １名程度 平成６年４月２日から平成16年４月１日までに生まれた人。

消防士
(大学卒業程度) １名程度 平成６年４月２日から平成14年４月１日までに生まれた人。

一般事務職
（ＵＩターン枠） ２名程度

平成元年４月２日以降に生まれた人（令和６年４月１日時点の年齢が34
歳までの人）
島根県・鳥取県外に在住し、民間企業等における実務経験年数が８年以
上の人。

第１次試験　※２次試験の日時は１次試験合格者に通知します。
ＵＩターン枠ではない人
　○試験日　令和５年６月18日㈰
　○場　所　安来市役所安来庁舎（安来市安来町878番地2）
　○受　付　令和５年４月17日㈪から令和５年５月19日㈮まで（土・日・祝日を除く）
　　　　　　受付時間は８時30分から17時15分まで、郵送による申し込みは、５月19日㈮必着。
ＵＩターン枠の人
　○試験日　オンラインで令和５年６月１日㈭から令和５年６月22日㈭の期間内で行います。
　○受　付　令和５年４月24日㈪から令和５年５月19日㈮17時までにインターネットによる申し込み
申込用紙等の請求先
　安来市総務部人事課　TEL ２３- ３０２１   FAX ２３- ３１５２
　市ホームページ（右の２次元コード）からダウンロードすることもできます。
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令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算

会 計 名 予算額 前年増減

　一　般　会　計 26,150,000 1,000,000

　特　別　会　計 11,855,660 669,110

国民健康保険事業 3,917,000 27,000

後期高齢者医療事業 1,212,000 29,000

介護保険事業 5,244,000 87,000

電気事業 567,700 484,600

生活排水処理事業 914,000 41,000

母里財産区 620 440

井尻財産区 170 20

赤屋財産区 170 50

合計 38,005,660 1,669,110 

（単位：千円）
令和５年度予算総括表 予

算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、

物
価
・
原
油
価
格
高
騰
の
影
響
が
あ

る
中
、「
次
の
世
代
に
繋
げ
る
安
来

市
」
を
目
指
し
、
第
２
次
安
来
市
総

合
計
画
の
将
来
像
「
人
が
集
い　

未

来
を
拓
く　

も
の
づ
く
り
と
文
化
の

ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
た
施
策
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
安
来
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
よ
る
人
口
減

少
対
策
と
安
来
市
の
創
生
を
目
的
と

し
た
施
策
へ
の
取
り
組
み
を
重
点
的

か
つ
着
実
に
進
め
ま
す
。

令
和
５
年
度
の
一
般
会
計
予
算
が
決

ま
り
ま
し
た
の
で
、
概
要
と
主
な
事

業
を
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

財
政
課

　

℡
23-

３
０
２
５

ま
ち
の
予
算
を

報
告
し
ま
す

　予算編成作業では、「歳入に見合った歳出」を
念頭に、職員一人一人がコスト意識を持って施策
の優先順位を洗い出し、前例や既成概念にとらわ
れない徹底した節約や歳入歳出両面での見直しを
行いました。これにより、下図のとおり公債費負

安定した財政運営に向けて安定した財政運営に向けて 担の抑制や基金の積み立てを進めています。
　また、第４次行政改革大綱、同実施計画で位置
づけた取り組みを確実に実施することで歳出の適
正化、将来負担の軽減を図ります。特に市が保有
する公共施設については、最適な維持管理、運営
を行うため、公共施設等総合管理計画を着実に進
めていきます。

基金現在高の推移
（単位：百万円）

▲積極的な繰上償還により毎年度の公債費負担の抑
制、平準化に努めています。

▲決算剰余金の一部を活用した基金の積み立てによ
り、残高確保に努めています。

元金償還額の推移（繰上償還は除く）
（単位：百万円）
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歳入予算内訳

歳出予算内訳（目的別）

令和５年度一般会計予算

歳　
出

歳　
入

歳　入　区　分 令和５年度 前年増減

自
主
財
源

市税 5,051,010 84,955
分担金・負担金 91,958 △ 20,983
使用料・手数料 395,461 △ 12,982

財産収入 12,719 △ 1,598
繰入金 1,405,178 55,099

諸収入等 1,258,259 265,637

依
存
財
源

地方譲与税 282,001 500
地方交付税 9,750,000 90,000
国庫支出金 2,852,430 227,602

県支出金 1,959,149 △ 129,820
交付金等 1,093,135 △ 17,510

市債 1,998,700 459,100
合　　計 26,150,000 1,000,000

歳　出　区　分 令和５年度 前年増減
議会費 181,235 1,876
総務費 2,663,782 △ 66,055
民生費 7,276,977 △ 14,170
衛生費 2,368,378 106,315
労働費 156,774 0

農林水産業費 1,653,521 △ 97,380
商工費 1,156,856 428,991
土木費 2,493,846 418,174
消防費 973,931 5,520
教育費 2,664,327 525,312

災害復旧費 87,450 △ 160,932
公債費等 4,472,923 △ 147,651
合　　計 26,150,000 1,000,000

（単位：千円）

（単位：千円）

【用語】　自主財源…市が自ら徴収できる財源
　　　　依存財源…国・県から定められた額を交付
　　　　されたり割り当てられたりする財源

【用語】　民生費…高齢者・障がい者福祉など
　　　　衛生費…予防接種や各種検診など
　　　　公債費…借入金の元金・利子の返済など

歳入・歳出から見た予算
　一般会計の当初予算総額は、対前年度比 10 億円増
の 261 億５千万円となりました。
　歳出は、財源が厳しい中でも、人口減少対策、デジ
タル化推進、公共施設の適正化など、これまでの財政
健全化の成果を生かし、将来のまちづくりに必要な事
業を盛り込みました。
　一方、歳入について、市税は引き続き厳しい状況が
見込まれるものの若干の上向き傾向がみられることか

ら対前年度比８千万円余増の 50 億５千万円余を見込ん
でいます。また、まちづくり事業の増加に伴い財源を
確保したことから、国庫支出金は対前年度２億２千万
円余増、市債は４億５千万円余増となっています。
　今後も引き続き、歳入に見合った歳出を基本とした
財政運営を継続していきます。
　なお、一般会計当初予算の主要事業は、次のページ
で紹介します。

歳出

議会費　0.7%
総務費
10.2%

民生費
27.8%

衛生費
9.1%
衛生費
9.1%

労働費　0.6%
農林水産業費
6.3%

商工費
4.4%

土木費
9.5%
土木費
9.5%

消防費
3.7%

教育費
10.2%
教育費
10.2%

災害復旧費
0.3% 公債費等

17.1%
公債費等
17.1%

市税
19.3%

分担金・負担金
0.4%
使用料・手数料
1.5%
財産収入
0.0%
繰入金
5.4%
諸収入等
4.8%

地方譲与税
1.1%

地方交付税
37.3%

地方交付税
37.3%

国庫支出金
10.9%

県支出金
7.5%

交付金等
4.2%

市債
7.6%
市債
7.6%

自主財源
31.4%

依存財源
68.6%
依存財源
68.6%

歳入
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健
康
増
進
事
業
（
フ
レ
イ
ル
予
防
）

１
０
０
０
万
円

　

健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
て
、

効
果
的
な
フ
レ
イ
ル
予
防
事
業
を
実

施
し
て
い
く
た
め
に
官
民
連
携
に
よ

る
事
業
実
施
体
制
の
構
築
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

養
護
老
人
ホ
ー
ム
鴨
来
荘
整
備
事
業

１
億
２
０
０
０
万
円

　

老
朽
化
し
た
養
護
老
人
ホ
ー
ム
鴨

来
荘
の
移
転
整
備
を
実
施
す
る
た

め
、
令
和
４
年
度
に
策
定
し
た
基
本

計
画
に
基
づ
き
、
令
和
５
年
度
は
基

本
設
計
お
よ
び
実
施
設
計
を
行
い
ま

す
。

小
中
学
校
施
設
整
備
事
業

１
億
８
３
１
２
万
円

　

学
校
施
設
の
空
調
設
備
の
改
修
工

事
等
を
実
施
し
、
充
実
し
た
学
習
環

境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
機
会
創
出
事
業

１
０
０
万
円

　

年
齢
や
性
別
、
障
が
い
の
有
無
等

に
関
係
な
く
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
交
流

で
き
る
「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
」
の
イ
ベ
ン

ト
を
総
合
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、

関
係
人
口
の
拡
大
や
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
げ
ま
す
。

体
育
施
設
改
修
事
業

２
億
２
６
５
０
万
円

　

伯
太
体
育
館
の
耐
震
改
修
や
広
瀬

中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
全
面
改

修
を
行
い
ま
す
。

和
鋼
博
物
館
改
修
事
業

８
８
２
万
円

　

和
鋼
博
物
館
お
よ
び
や
す
ぎ
図
書

館
の
建
物
設
備
改
修
に
向
け
た
長
寿

命
化
計
画
の
策
定
と
、
両
館
の
展
示

改
修
に
向
け
研
究
者
、
観
光
団
体
な

ど
か
ら
な
る
展
示
計
画
委
員
会
を
組

織
し
、
基
本
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

内
水
対
策
事
業

５
５
０
０
万
円

　

令
和
３
年
７
月
の
豪
雨
に
よ
り
東

飯
島
地
区
の
一
部
で
民
家
数
軒
に
床

下
浸
水
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
令
和
５
年
度
は
仮
設
ポ
ン

プ
の
設
置
お
よ
び
ポ
ン
プ
場
用
地
を

取
得
し
、
本
設
ポ
ン
プ
場
の
整
備
を

行
い
ま
す
。

安
来
港
飯
島
線
改
良
事
業

５
億
３
２
５
９
万
円

　

安
来
港
飯
島
線
は
、
通
学
路
と
し

て
の
利
用
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
路

改
良
を
行
う
こ
と
で
児
童
・
生
徒
の

通
学
時
の
安
全
確
保
を
図
り
ま
す
。

令
和
５
年
度
は
、
吉
田
橋
橋
梁
下
部

工
、
吉
田
橋
橋
梁
上
部
工
の
一
部
を

行
い
ま
す
。

比
田
地
区
防
災
拠
点
施
設
整
備
事
業

１
億
２
７
２
８
万
円

　

広
瀬
町
西
比
田
に
あ
る
旧
ト
ス
カ

工
場
棟
を
解
体
し
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
、

比
田
分
駐
所
、
比
田
分
団
拠
点
施
設

の
整
備
を
し
ま
す
。
令
和
５
年
度

は
、
旧
ト
ス
カ
工
場
棟
の
解
体
、
基

本
設
計
、
実
施
設
計
、
土
地
購
入
を

行
い
ま
す
。

▲継続認定を受けた日本遺産「出雲國たたら風土
記」の構成文化財等を紹介する和鋼博物館。

▲東飯島地区の内水対策事業。写真は令和４年
７月に設置した仮設ポンプ。

▲安来港飯島線の整備状況（吉田橋付近）。

保
健
・
医
療
・
福
祉

53
億
９
０
３
２
万
円

保
健
・
医
療
・
福
祉

　

56
億
８
３
６
８
万
円

保
健
・
医
療
・
福
祉

53
億
９
０
３
２
万
円

子
育
て
・
教
育
・
文
化

　

52
億
４
１
４
５
万
円

保
健
・
医
療
・
福
祉

53
億
９
０
３
２
万
円

防
災
・
防
犯

　

10
億
１
６
２
５
万
円

保
健
・
医
療
・
福
祉

53
億
９
０
３
２
万
円

都
市
基
盤
・
生
活

　

37
億
３
４
３
９
万
円
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施
設
等
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業

３
１
０
０
万
円

　

総
合
文
化
ホ
ー
ル 

ア
ル
テ
ピ
ア

小
ホ
ー
ル
の
演
出
照
明
器
具
や
安
来

南
体
育
館
屋
内
球
技
場
の
照
明
器
具

を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
更
新
し
ま
す
。
ま
た
、

安
来
市
所
管
の
屋
外
照
明
灯
を
リ
ー

ス
事
業(

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
含
む)

に
よ
り
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
事
業

（
ビ
ジ
ョ
ン
関
連
）

２
０
０
０
万
円

　

令
和
４
年
度
策
定
の
「
安
来
市
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
産
地
消
ビ

ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
実
行
可
能
性

調
査
、
理
解
促
進
の
た
め
の
学
習
会

等
を
実
施
し
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
事
業

３
７
８
万
円

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促

進
を
図
る
た
め
、
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
・
蓄
電
池
設
備
、
太
陽
熱
利
用

設
備
（
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
）
の
設

置
費
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

企
業
立
地
推
進
事
業
（
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
補
助
金
）

９
８
０
０
万
円

　

市
内
物
件
所
有
者
や
オ
フ
ィ
ス
運

営
者
等
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
す

る
こ
と
で
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等

の
整
備
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
Ｉ

Ｔ
企
業
等
を
誘
致
し
て
新
た
な
雇
用

機
会
を
創
出
し
、
地
方
移
住
を
促
す

起
爆
剤
と
し
ま
す
。

お
試
し
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
事
業

３
４
４
万
円

　

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
１
施
設

を
市
で
借
り
上
げ
、
Ｉ
Ｔ
企
業
を
想

定
し
た
オ
フ
ィ
ス
環
境
を
整
備
し
ま

す
。
市
内
に
進
出
を
検
討
す
る
企
業

等
に
１
日
～
３
カ
月
程
度
の
期
間
、

低
価
格
で
利
用
し
て
も
ら
い
ま
す
。

安
来
市
で
の
お
試
し
勤
務
を
体
験
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、
他
に
整
備
す
る

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
や
空
き
店
舗

等
へ
の
入
居
に
つ
な
げ
ま
す
。

林
業
人
材
育
成
拠
点
整
備
事
業

５
０
０
万
円

　

伯
太
町
東
母
里
・
安
田
中
地
内
の

山
林
に
お
け
る
「
林
業
人
材
育
成
拠

点
」
の
整
備
に
向
け
、
拠
点
整
備
に

係
る
基
本
構
想
に
基
づ
く
基
本
計
画

策
定
を
行
い
ま
す
。

自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業

６
億
１
４
３
０
万
円

　

マ
ル
チ
タ
ス
ク
車
両
を
交
流
セ
ン

タ
ー
や
集
会
所
等
に
派
遣
し
、
市
の

総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
と
専
用
回
線
で

繋
ぎ
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま

す
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
利
活
用
お
よ
び
窓
口
の
ス
マ
ー
ト

化
を
図
る
目
的
で
、
窓
口
受
付
支
援

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
職
員
の
聞
き

取
り
に
よ
り
各
種
届
や
申
請
書
を
作

成
す
る
「
書
か
な
い
窓
口
」
を
目
指

し
ま
す
。

ふるさと寄附をふるさと寄附を
有効に活用しています有効に活用しています

　令和４年度の寄付金を次の事業な
どに活用しました。

・企業立地推進事業
・情報科学高校との連携事業
・学校図書館システム更新事業

▲小学校の図書館で読書をする児
童。市内全小中学校の図書館システ
ムを更新しました。

令和５年度一般会計予算

保
健
・
医
療
・
福
祉

53
億
９
０
３
２
万
円

産
業
・
観
光
・
雇
用

　

29
億
６
６
４
１
万
円

保
健
・
医
療
・
福
祉

53
億
９
０
３
２
万
円

自
然
・
環
境
保
全

　

６
億
７
７
４
６
万
円

保
健
・
医
療
・
福
祉

53
億
９
０
３
２
万
円

参
画
・
協
働
・
行
財
政

　

23
億
５
２
５
５
万
円

　令和５年度の当初予算編成
方針や事業別概要など、詳し
い内容を市ホームページ（下
記２次元コード）に掲載して
いますので、ご覧ください。
トップページ＞
市政＞財政＞安
来市の予算＞令
和５年度

▲アルテピアでは照明器具を使い、さまざ
なイベントを演出しています。
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市
役
所
の
定
期
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
異
動
総
数
は
１
８
７
人
。
主
な

内
訳
は
、
部
長
級
５
人
、
次
長
級
２
人
、

課
長
級
19
人
、主
査
級
４
人
で
す
。
ま
た
、

17
人
の
新
規
採
用
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
異
動
に
あ
わ
せ
て
次
の
と
お
り
組

織
機
構
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。▽「
市

民
課
」
と
「
保
険
年
金
課
」
を
統
合
し
「
市

民
課
」
と
す
る
▽
「
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
」
を
廃
止
し
、地
域
振
興
課
に
「
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
」、「
文
化
財
課
」
を
「
文
化
課
」

と
し
「
文
化
振
興
係
」
を
設
置
す
る
▽
建

築
住
宅
課
に
「
空
き
家
対
策
係
」
を
設
置

す
る
▽
安
来
市
立
病
院
「
総
務
部
」
と
「
企

画
経
営
部
」
を
統
合
し
「
事
務
部
」
と
す

る人
事
異
動
（
令
和
５
年
４
月
１
日
付
）

【
部
長
級
】
▽
総
務
部
長
（
建
設
部
長
）

二
岡
敦
彦
▽
健
康
福
祉
部
長
（
兼
）
福
祉

事
務
所
長
（
健
康
福
祉
部
次
長
（
兼
）
子

ど
も
未
来
課
長
）
吉
野
文
康
▽
建
設
部
長

（
建
設
部
土
木
建
設
課
長
）
広
江
正
人
▽

上
下
水
道
部
長
（
会
計
管
理
者
（
兼
）
会

計
課
長
）村
社
芳
行
▽
議
会
事
務
局
長（
安

来
市
立
病
院
総
務
部
長
（
兼
）
総
務
課
長
）

植
田
真
矢
樹

【
次
長
級
】
▽
政
策
推
進
部
次
長
（
上
下

水
道
部
下
水
道
課
長
）
池
上
孝
順
▽
会
計

管
理
者
（
兼
）
会
計
課
長
（
上
下
水
道
部

水
道
管
理
課
長
）
内
田
浩

【
課
長
級
】
▽
政
策
推
進
部
地
域
振
興
課

長
（
健
康
福
祉
部
福
祉
課
長
）
細
田
浩
▽

市
民
生
活
部
人
権
施
策
推
進
課
長
（
兼
）

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
長
（
市
民
生
活
部
文

化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
）
加
藤
直
子
▽
健

康
福
祉
部
福
祉
課
長
（
議
会
事
務
局
次

長
）
石
原
陽
介
▽
健
康
福
祉
部
子
ど
も
未

来
課
長
（
市
民
生
活
部
人
権
施
策
推
進
課

長
（
兼
）
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
長
）
藤
原

聖
美
▽
農
林
水
産
部
農
林
整
備
課
長
（
総

務
部
防
災
課
主
査
）
二
岡
洋
司
▽
建
設
部

土
木
建
設
課
長
（
上
下
水
道
部
水
道
工
務

課
長
）
加
藤
健
一
▽
上
下
水
道
部
水
道
管

理
課
長
（
政
策
推
進
部
地
域
振
興
課
長
）

石
井
美
佐
子
▽
上
下
水
道
部
水
道
工
務
課

長
（
上
下
水
道
部
水
道
工
務
課
主
査
）
遠

藤
公
彦
▽
上
下
水
道
部
下
水
道
課
長
（
農

林
水
産
部
農
林
整
備
課
長
）
石
倉
保
▽
議

会
事
務
局
事
務
局
次
長
（
政
策
推
進
部
秘

書
広
報
課
主
査
）
堀
江
雄
二
▽
教
育
部
文

化
課
長
（
教
育
部
文
化
財
課
長
）
金
山
尚

志
▽
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
（
併
）

監
査
・
公
平
委
員
会
事
務
局
長
（
農
業
委

員
会
事
務
局
長
）
實
重
昌
宏
▽
農
業
委
員

会
事
務
局
長
（
市
民
生
活
部
保
険
年
金
課

長
）
堀
江
規
恵
▽
安
来
保
育
所
長
（
認
定

こ
ど
も
園
安
田
園
長
）
中
島
美
佐
子
▽
認

定
こ
ど
も
園
比
田
園
長
（
認
定
こ
ど
も
園

母
里
専
門
官
）
田
中
奈
津
子
▽
安
来
幼
稚

園
長
（
安
来
幼
稚
園
専
門
官
）
飯
塚
敏
子

▽
消
防
本
部
通
信
指
令
課
長
（
消
防
本
部

予
防
課
長
）
谷
川
健
一
▽
消
防
本
部
予
防

課
長
（
消
防
本
部
通
信
指
令
課
長
）
細
田

紀
之

【
主
査
級
】
▽
総
務
部
人
事
課
主
査
（
兼
）

統
括
保
健
師
（
健
康
福
祉
部
い
き
い
き
健

康
課
主
査
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
室
長
）
安
井
由
香
▽
市
民
生
活
部
市

民
課
主
査
（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
主

幹
（
併
）
監
査
・
公
平
委
員
会
事
務
局
主

幹
）
加
藤
理
子
▽
健
康
福
祉
部
い
き
い
き

健
康
課
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
室
長
（
健
康
福
祉
部
い
き
い
き
健
康
課

主
査
）
原
田
進
一
▽
政
策
推
進
部
地
域
振

興
課
主
査
（
健
康
福
祉
部
介
護
保
険
課
専

門
官
）
山
崎
慎
也

採
用
（
令
和
５
年
４
月
１
日
付
）

【
課
長
級
】
▽
教
育
部
学
校
教
育
課
長
（
島

根
県
教
育
委
員
会
よ
り
）
椿
英
隆

退
職
（
令
和
５
年
３
月
31
日
付
）

【
部
長
級
】
▽
黒
田
耕
（
上
下
水
道
部
長
）

▽
山
崎
泉
美
（
健
康
福
祉
部
参
事
）
▽
前

田
康
博
（
議
会
事
務
局
長
）
▽
中
村
一
博

（
健
康
福
祉
部
長
）
▽
大
久
佐
明
夫
（
総

務
部
長
）

【
課
長
級
】
▽
広
中
朱
美
（
認
定
こ
ど
も

園
井
尻
園
長
）
▽
長
谷
川
有
美
子
（
認
定

こ
ど
も
園
比
田
園
長
）
▽
遠
藤
朋
範
（
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
）
▽
勝
代
和
子

（
安
来
保
育
所
長
）

辞
職
（
令
和
５
年
３
月
31
日
付
）

【
課
長
級
】
▽
島
根
県
教
育
委
員
会
へ
（
教

育
部
学
校
教
育
課
長
）
三
保
貴
資

安
来
市
立
病
院

新
任
（
令
和
５
年
４
月
１
日
付
）

【
特
別
職
】
▽
病
院
事
業
管
理
者
（
企
画

経
営
部
次
長
）
山
崎
泉
美
▽
院
長
（
兼
）

診
療
部
婦
人
科
部
長
（
兼
）
医
療
安
全
推

進
室
長
（
副
院
長
（
兼
）
診
療
部
婦
人
科

部
長
（
兼
）
医
療
安
全
推
進
室
長
）
水
田

正
能

人
事
異
動
（
令
和
５
年
４
月
１
日
付
）

【
部
長
級
】
▽
市
長
部
局
へ
（
総
務
部
長
）

植
田
真
矢
樹
▽
事
務
部
長
（
兼
）
医
療
技

術
部
栄
養
管
理
室
長
（
企
画
経
営
部
長

（
兼
）
企
画
経
営
部
企
画
経
営
課
長
）
田

中
将
志
▽
看
護
部
次
長
（
兼
）
看
護
部
外

来
看
護
師
長
（
看
護
部
次
長
（
兼
）
看
護

部
３
階
病
棟
看
護
師
長
）
伊
澤
里
美

【
課
長
級
】
▽
看
護
部
２
階
病
棟
看
護
師

長
（
看
護
部
療
養
病
棟
看
護
師
長
）
米
山

恭
子
▽
看
護
部
３
階
病
棟
看
護
師
長
（
看

護
部
２
階
病
棟
看
護
師
長
）
山
根
育
子
▽

看
護
部
療
養
病
棟
看
護
師
長
（
看
護
部
外

来
看
護
師
長
）
佐
藤
博
美
▽
事
務
部
経
営

管
理
課
長
（
企
画
経
営
部
企
画
経
営
課
企

画
経
営
係
長
）
藤
原
渉
▽
事
務
部
医
事
課

長
（
企
画
経
営
部
企
画
経
営
課
医
事
室

長
）
栗
原
や
よ
い

退
職
（
令
和
５
年
３
月
31
日
付
）

【
特
別
職
】
▽
水
澤
清
昭
（
病
院
事
業
管

理
者
（
兼
）
院
長
）

【
部
長
級
】
▽
今
本
龍
（
診
療
部
消
化
器

内
科
部
長
）

【
課
長
級
】
▽
実
重
淑
美
（
医
療
技
術
部

栄
養
管
理
室
長
）

※
か
っ
こ
内
は
旧
役
職

定
期
人
事
異
動
が

あ
り
ま
し
た

▲新規採用職員の辞令交付（４月３日）。
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講 座 名 講　座　内　容 担当課

多文化共生講座 外国の人々をより身近な存在に感じるために、「多文化共生」についてお話
しします。30分。 政策企画課

安来市の平和活動
広瀬町布部出身の画家加納莞蕾は、日本人戦犯の赦免を求めてフィリピン
の大統領等に書簡を送り続けました。赦免こそが次世代の平和を築くこと
だと主張した莞蕾の活動を紹介します。60分。

総務課

災害に備えて
　～減災と自助・共助～

災害による被害を減らすために必要な備えや災害発生時の行動などについ
てお話しします。30分。

防災課
自主防災組織とその活動 自主防災組織の必要性や活動についてお話しします。自治会（地区）を対

象とした自主防災組織結成に向けた講座です。30分。

安来市の財政状況 安来市の予算の概要や中期財政計画（５年）をわかりやすく説明します。60分。

財政課公共施設等の現状と老朽化
対策
　～マネジメントの必要性～

公共施設等の老朽化に伴う将来の更新時期の集中や人口減少、少子高齢化
という問題を抱える中、施設を安定的に利用できるよう、今後の施設のあ
り方を考えます。60分。

身近な人権を考えよう 私たちの身の回りにあるいろいろな人権課題をお話しします。DVDや川柳か
るた、グループワーク等を用いて楽しい人権学習を行います。60分～90分。

人権施策
　推進課企業、職場における人権尊重 職場での人権についての意識向上を図る研修です。チェックリスト等を使っ

た職場で役立つ研修です。60分～90分。

消費者トラブル事例と対策 特殊詐欺・悪質商法などのトラブルに遭わないための消費生活に関する情
報をお話しします。（点検商法、催眠商法、訪問販売など）。30分～60分。

安来市のごみ量とその行方
安来市全域で排出されるごみの量とその処理方法を理解することで、適切
な分別によるごみの減量化および資源化を進め、住みよい環境づくりを考
えます。60分。

環境政策課環境教室～始めよう
　クールチョイス～

地球温暖化についての知識と日常生活で役立つ対策をわかりやすく説明し
ます。60分。

【新講座】７月～
再生可能エネルギー講座

再生可能エネルギーとは？から、市が現在実施している事業内容や、令和４年
度に策定した「安来市再生可能エネルギー地産地消ビジョン」に沿って、市民
の皆さんと取り組んでいく方向性などについてわかりやすく説明します。60分。

介護保険制度と助け合い 介護保険制度についてわかりやすく説明します。60分。

介護保険課【新講座】
「大切な方への絆ノート」
　書き方セミナー

安来市版エンディングノート「絆ノート」の書き方セミナーです。セミナー
は、安来市と事業連携している第一生命保険株式会社と共同で開催します。
絆ノートは当日配布します。90分。

生涯を通じた健康づくり
元気でいきいきと安心して暮らせるまちづくりを基本理念に、健康寿命の
延伸を目指した「健康やすぎ21」を紹介。また、生活習慣病の予防につい
て説明します。30分。

いきいき
　健康課【新講座】

こころの健康づくり講座
(ゲートキーパー養成講座）

自分自身や周りの人のこころの健康のためにできることを一緒に考えます。 
安来市の自死の現状やこころの病気について、周りの人にできることやス
トレスとの付き合い方についてお伝えし、悩んでいる人への対応について
演習を行う体験型講座です。90分。

耐震対策と
　住宅の各種支援制度

地震対策の大切さと木造住宅の耐震化（耐震診断・改修、解体）、老朽危険
建築物除却、ブロック塀等の除却または建替えの支援制度を紹介します。30分。建築住宅課

【新講座】７月～12月
線引き制度とまちづくり

松江圏都市計画区域の区域区分制度（いわゆる線引き）制度の概要。 
線引き制度の存廃についての説明ではなく、都市計画制度の概要と、線引
き制度の特徴を説明します。60分。

都市政策課

学校教育の現状と
　小中学校の適正配置

安来市の学校教育について説明をした後、よりよい教育環境に向けて検討
をしている小中学校の適正配置について一緒に考えます。60分。 教育総務課

令和５年度市の出前講座
ご利用ください、市役所職員が説明します

10人以上の団体で申し込みください。詳しくは市
ホームページ（右記２次元コード）をご覧ください。
問い合わせ　地域振興課　☎23-3067

▶令和４年度に
行った出前講座。

市ＨＰ



102023 月号52023 月号5

 

タケノコの炊き込みご飯
塩分
 1.5g

296
　Kcal※１人分あたり

タケノコのシャキシャキ食感と、 ジューシーな油揚

げ、 昆布だしの豊かな香りが食欲をそそります。

「食改さん」のちょっこしレシピ
食改さん ･･･ 食生活改善推進員さん

【作り方】
①　米は30分前にといでおく。
②　ゆでタケノコと湯通しした油揚げは小さめの短冊切り
　に、ニンジンはいちょう切りにする。
③　炊飯器に切っておいた②の具材と米、薄口しょうゆ、
　酒を入れる。炊飯器の目盛りの２合まで水を入れて、か
　き混ぜる。
④　だし昆布をのせ、炊飯器のスイッチを入れて炊く。
⑤　米が炊き上がったら昆布を取り除く。
⑥　器に盛りつけて、できあがり。

　今月は安来支部の皆さん

シリーズ
 人権を
考える48

問い合わせ　人権施策推進課　☎２３-３０９５

問い合わせ　いきいき健康課　☎２３-３２２０

　安来市では、「安来市人権・同和教育推進協
議会」を組織し、同和問題をはじめとするさま
ざまな人権課題の解決を目指した教育および啓
発活動を推進することを目的に、「団体・学校・
保育部会」「企業部会」「地域部会」「行政部会」
に分かれて活動しています。
　今号では、各交流センターで組織している「地
域部会」の活動について紹介します。
　日頃から、地域の人々が集い、楽しみ、学び
合う交流センターは、地域の人権教育推進に向
けての核であり、人権学習を提供する貴重な場
となっています。
　令和４年度の活動としては、出前講座、ワー
クショップ、人権標語作り、ＤＶＤ上映、啓発
のための広報紙製作、日本語教室など、多岐に
わたる人権学習が行われました。

安来市人権・同和教育
　推進協議会の取り組み
　　　～地域部会とは～

　この数年間、長引くコロナ禍で、さまざまな
制約の中、各交流センターともに創意工夫を生
かした実りある活動が展開されました。
　現代のさまざまな人権課題は、決して他人事
ではありません。どの課題も自分の事として捉
えることが大切です。そして、今、自分に何が
できるのかを考え、少しずつ実行していくこと
で、一人一人の人権が尊重される安来市に近づ
いていくと思います。

＝人権尊重社会の実現をめざして＝

簡単に作れる

朝食レシピ

生のタケノコを楽しむこ
とができるのは３～５月
の限られた期間です。タ
ケノコを食べて春の訪れ
を感じてみませんか。

▲宇賀荘地区文化祭では、シトラスリボン作りや新型
コロナウイルス感染症についての掲示物で学びました。

（材料）　　　（４人分）
米�……………………………………２合
ゆでタケノコ�……… 130 ｇ
油揚げ� ……………… １／２枚

ニンジン�…………………… 50 ｇ
だし昆布�……………………10cm
薄口しょうゆ�… 大さじ２
酒�………………………… 大さじ２
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シ
リ
ー
ズ
（
そ
の
５
）
最
終
回

「
安
来
市
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
産
地
消

ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
に
向
け
て

脱
炭
素
×
経
済
成
長
の
ま
ち
づ
く
り

　

令
和
４
年
11
月
か
ら
令
和
５
年

２
月
ま
で
の
期
間
に
計
３
回
、
策

定
委
員
会
（
以
下
、
委
員
会
。）
を

開
催
し
、
委
員
会
の
皆
さ
ん
と
検

討
を
重
ね
て
き
た
「
安
来
市
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
産
地
消
ビ

ジ
ョ
ン
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

３
月
24
日
に
は
委
員
会
の
伊
藤

豊
委
員
長
（
島
根
県
立
大
学
地
域

政
策
学
部
准
教
授
）
か
ら
田
中
武

夫
市
長
へ
策
定
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
の

提
出
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
中
に

は
安
来
市
が
目
指
す
２
０
３
０
年

の
姿
と
、
そ
れ
に
向
け
た
取
り
組

み
の
方
向
性
や
目
標
指
標
、
そ
れ

に
よ
り
期
待
さ
れ
る
効
果
な
ど
に

つ
い
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
上
手

に
活
用
し
、
電
気
や
熱
を
「
地
産

地
消
」
す
る
こ
と
で
、
地
球
温
暖

化
の
原
因
と
な
る
温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
や
地
域
経
済
の
好
循
環
に

繋
が
り
ま
す
。

　

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
今
後
市
民

や
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考

え
、
取
り
組
ん
で
い
く
ツ
ー
ル
と

し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

本
編
の
ほ
か
、
概
要
版
も
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問い合わせ
　環境政策課
　☎２３-３０９８

▶
策
定
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
全
24
ペ
ー

ジ
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

旧
石
器
時
代
・
縄
文
時
代
の
安
来

　

市
内
で
い
つ
頃
か
ら
人
々
が
く
ら
し

始
め
て
い
た
の
か
、
皆
さ
ん
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
？
そ
れ
を
示
す
も
の
が
今

回
紹
介
す
る
、
旧
石
器
時
代
の
遺
物

で
す
。
右
下
に
あ
る
写
真
の
石
器
は

小こ

し

お

て

汐
手
遺
跡
（
黒
井
田
町
）
か
ら
出
土

し
た
削さ

っ
き器

（
ナ
イ
フ
の
よ
う
な
道
具
）

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
。

　

島
根
県
内
で
確
認
さ
れ
た
最
古
の
旧

石
器
遺
跡
は
約
３
万
年
前
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
小
汐
手
遺
跡
の
石
器
は
遺
構
な

ど
に
伴
っ
て
出
土
し
た
も
の
で
は
な

く
、
年
代
は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、

少
な
く
と
も
数
万
年
前
か
ら
市
内
に

人
々
の
暮
ら
し
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
意お

た

き

多
伎
神
社
（
飯
生
町
）
か

ら
の
出
土
と
伝
わ
る
尖せ

ん
と
う
き

頭
器
（
槍
の
よ

う
な
道
具
）
と
い
う
石
器
や
菅す

が
さ
わ沢

遺
跡

（
広
瀬
町
菅
原
）
か
ら
は
縄
文
土
器
が

出
土
し
て
い
ま
す
。
市
内
で
こ
の
時
代

の
遺
跡
は
少
な
く
、
詳
し
い
生
活
の
様

子
な
ど
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
の
で

す
が
、
岩い

わ
や屋

遺
跡
（
荒
島
町
）
で
は
、

縄
文
時
代
の
海
岸
線
の
跡
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
縄
文
時
代
は
温
暖
で
海
面

が
高
く
、
内
陸
ま
で
海
が
入
り
込
ん
で

い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
自
然
環
境
や
出
土
遺
物
か

ら
当
時
の
人
々
の
様
子
に
思
い
を
は
せ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▲旧石器時代～縄文時代の展示コーナー（歴史資料館）。

　

安
来
市
立
歴
史
資
料
館
の
展
示
品
を

通
し
て
安
来
市
の
歴
史
を
紹
介
す
る
、

こ
の
シ
リ
ー
ズ
。
第
２
回
は
古
〜
い
時

代
の
安
来
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

〜
歴
史
資
料
館
資
料
〜

連
載
②
知
っ
て
お
き
た
い

　
　
　
　
安
来
市
の
歴
史

問
い
合
わ
せ

　

歴
史
資
料
館　

☎
32-

２
７
６
７ 削削

さっさっ

　　器器
きき

▲切ったり、削ったりする道具

旧石器時代
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このマークの記事は、関連
写真を「市公式フェイス
ブック」で公開しています。

　文化振興や地域活性化に貢献したとし
て、島根県から令和４年度島根県文化奨励
賞を受賞した「なかうみ交響楽団」。３月
15日、同楽団の角久夫団長と小豆澤伸司事
務局長から受賞報告を受けました。
　音響に優れたアルテピアを拠点に、今後
も生の音楽に触れる機会を市民に提供され
ることを期待しています。

　３月16日に安来高校で、同校２年生による「総
合的な探究の時間」の学習発表会が行われました。
２年生のテーマは「よりよい安来にするために」。
福祉、農業、観光など、幅広い分野の中から生徒自
ら取り組みたい課題を設定し、24グループが活動
を重ねてきました。生徒が主体で考え動くこの授業
では、地域講師にアドバイスをもらいながら、課題
解決へ向けさまざまなアクションがとられました。
　田中湊

みなと

さん、仲田滉
ひ ろ ま さ

真さん、原大
ひ ろ た か

賢さん、小松原
唯
ゆ い

さんの班は、安来の伝統芸能である銭太鼓を題材
に動画を制作しました。たくさんの地域の人が出演
する動画で安来を盛り上げるとともに、市内外に安
来の魅力を届けたいという思いがきっかけでした。
　動画出演人数は延べ1040人（53組）。膨大なデー
タを編集し１本の動画にまとめました。できた動画
は３月23日に安来高校のユーチューブアカウント
で配信されています。
　リーダーの田中さんは「1000人を超える参加者、
制作面でお世話になった皆さんの協力があって完成
することができました。多くの人と関わった日々は
学ぶことが多くありました」と話していました。

③②

①

①安来節演芸館で記念撮
影の「1000人銭太鼓プロ
ジェクト」チーム。２次元
コードから完成動画を視聴
できます。②③発表会の様
子。高校生が作ったチラシ
やパンフレットを市内で見
かけるかもしれませんね。

今月の1枚

　比田地域の多機能拠点としてリニューアルオープンした
「比田いきいき交流館」。新しくなったえーひだ市場（直
売所）にカフェスペースを併設し、比田の食材にこだわっ
た「玄米甘酒チーズケーキ」や「玄米粉もちもちクレープ」
などを提供しています。 ３月19日：えーひだ市場

◀
中
海
圏
域
か
ら
40
人
が
集

い
、
活
動
し
て
い
ま
す
（
写

真
は
ア
ル
テ
ピ
ア
で
行
わ
れ

た
演
奏
会
の
様
子
）。
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　３月５日に広瀬交流センターでふるさとまつりが
開催され、地域のクラブなどの発表や作品展示のほ
か、鼕揃い打ちや尼子太鼓が披露されました。鼕揃
い打ちは、１月３日に行われてきた地域の伝統行事
です。コロナ禍で開催を見送っていましたが、今回、
地区の文化祭にあわせ規模を縮小し実施。体に響く
力強い太鼓の音に、一帯が盛り上がりました。
　新田奏

そ ら

空さんは、「友だちの演奏を観に来ました
が、誘われて揃い打ちに参加しました。上達してい
くのが分かって楽しかったです」と話していました。

　３月26日に「わくわくＪＣマルシェｉｎ安来」
が中海ふれあい公園で開催され、安来市、松江市、
米子市などから107店が飲食や雑貨の出店をしまし
た。このマルシェは、大規模なイベントにより安来
を盛り上げること、店舗同士の異業種交流の場とな
ることを目的に、安来青年会議所が企画しました。
　どじょうすくい体験では、温泉旅館竹葉の小幡美
香さんが踊り方を簡単にレクチャー。参加した錦織
光
る い

斗さんは「腰を振りながら歩くのが楽しかった」
と話していました。

　尼子経久が主人公の歴史小説「謀聖  尼子経久伝」
シリーズ完結巻の出版を記念し、作者である武内涼
さんの講演会「何故、尼子氏に魅せられるのか」が
３月19日に和鋼博物館で開催されました。
　講演では、幼い頃から歴史に興味を持っていた武
内さんと経久との出会いや、知略と人徳を備えた経
久の魅力について話がありました。参加した岩田智
志さんは「月山富田城跡のガイドをしており経久の
こともそれなりに知っていましたが、わかりやすく、
魅力を再発見した講演でした」と話していました。

　令和４年度に開催された各種スピーチコンテス
ト・弁論大会で上位成績をおさめた市内中学生３人
が３月17日、市役所で田中市長に受賞を報告。市
長の前で思いや主張を堂々とスピーチしました。
　受賞結果は次のとおりです。▽「少年の主張島根
県大会」（青少年育成島根県民会議会長賞）：第一中
学校３年仙田瑚

こ こ

々さん　▽「島根県中学校英語弁論
大会」（第1位）：第一中学校３年森山紗

さ な

菜さん　▽
「北方領土に関する全国スピーチコンテスト」（審査
委員特別賞）：第二中学校３年山本彩

さ き

生さん

▲受賞した表彰状を手に持つ仙田さん（右）、
森山さん（中）、山本さん（左）。

▲広瀬交流センターで練習を重ねてきた子どもた
ち。鼕を囲み、息を合わせて演奏しました。

▲どじょうすくいは笑顔が１番と伝えられた子
どもたちは、にっこりと素敵な表情を披露。

▲尼子の魅力についてまだ書き足りないと語る
武内さん。今後も執筆を続けたいと話しました。
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たばこに含まれる三大有害物質
ニコチン　依存性が高く（ニコチン依存症になる
と、イライラしたり気分が落ち込んだりたばこを
吸うことばかりを考えてしまう）、喫煙を習慣づ
ける原因物質で、心臓に負担をかけ、血管の老化
を早めます。
タール　4000 種類以上の化学物質からできてお
り、肺がんを含め様々ながんの発生に関わりがあ
ります。
一酸化炭素　動脈硬化や心臓病の発生につながり
ます。

禁煙チャレンジを応援します！
　たばこは依存性が高く、自力でなんとかしよう、
意思を強く持とうと考えても禁煙は難しいもので
す。一人で悩まず、各種サポートを利用しましょ
う。
　禁煙しようと思ったときは、まずはかかりつけ
医にご相談ください。また、条件を満たせば、医
療機関での禁煙治療に医療保険が適用されます。
市内では、安来市立病院をはじめとする３カ所の
禁煙支援医療機関があります。
　薬局・薬店では無料で禁煙相談や禁煙支援が受
けられます。「禁煙したいけど、医療機関には行
きづらい」という人も気軽に相談してみませんか。
　島根県健康推進課のホームページから、禁煙治
療実施医療機関一覧（左の２次元コード）と禁煙
支援薬局一覧（右の２次元
コード）が確認できます。

病気以外にもこんな影響が…
・頭の働きが鈍くなり、集中力の低下につながり
ます。
・肺の力が弱くなることによって、筋肉が付きに
くくなり、運動機能の低下につながります。
・美容の大敵となるシミ・シワにつながります。

　加熱式たばこは、たばこの葉やその加工品を電
気で加熱し、発生させた煙を吸入するたばこ製品
のことです。
　加熱式たばこの煙には発がん性物質をはじめと
した化学物質が含まれています。また、紙巻たば
こと同程度のニコチンを含む製品もあり、ニコチ
ン依存症に陥る可能性があります。

　たばこには多くの有害物質が含まれており、そ
の数は 200 種類以上にのぼります。喫煙は肺がん
などの呼吸器疾患、動脈硬化や心臓病の発生につ
ながります。
　それだけでなく、たばこの先から出る副流煙も
多くの有害物質を含んでいるため、周囲の人の健
康にも悪影響を与えます。
　厚生労働省は、５月 31 日の世界禁煙デーに始
まる 1週間を「禁煙週間」と定めています。ぜひ
この機会にたばこによる影響を考え、禁煙に取り
組んでみませんか。

■問い合わせ　いきいき健康課　☎ 23-3220

　加熱式たばこについて、「紙たばこより害が少
ない」、「受動喫煙の心配がない」といった意識を
持っている人はいませんか。
　加熱式たばこは禁煙へのステップではありませ
ん。加熱式たばこの利用ではなく、禁煙にチャレ
ンジしましょう。加熱式たばこの利用者も、条件
を満たせば、医療保険で禁煙治療が受けられます。

加熱式たばこについて正しく理解していますか
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身
体
障
が
い
者
等
に
対
す
る

軽
自
動
車
税 （
種
別
割
）の

減
免
に
つ
い
て

　

４
月
１
日
時
点
で
お
持
ち
の

心
身
に
障
が
い
の
あ
る
人
の
た

め
に
使
用
さ
れ
る
軽
自
動
車
等

は
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
れ

ば
、
申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）
の
減
免
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

減
免
の
要
件
は
、
障
が
い
の

程
度
や
運
転
者
な
ど
に
よ
り
異

な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
税
務

課
ま
で
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く

だ
さ
い
。
な
お
、
前
年
度
か
ら

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

環境政策課　℡２３-３１００

ごみ集積場の設置を補助しますごみ集積場の設置を補助します
　市では、ごみの集積を推進することで収
集の迅速化および効率化を図っています。
また、集積場の設置は、鳥獣対策、飛散防
止などに効果があります。
　自治会等で新たに集積場を設置する場合
や、既存の集積場を整備する場合に、補助
金を交付します。対象となる集積場には固
定式の小屋型・箱型のほか、折り畳みので
きる移動式タイプもありますので、未設置
の自治会はご検討ください。
対　象　自治会
補助率　対象経費の２分の１（使用する世
帯数により上限あり）
その他　必ず事前にご相談ください　

◀
写
真
は
箱
形
タ
イ
プ
の
集
積
場
。

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）・

固
定
資
産
税
の
納
税

通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

令
和
５
年
度
の
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）・
固
定
資
産
税
納
税

通
知
書
を
５
月
２
日
㈫
に
発
送

し
ま
す
。
軽
自
動
車
税
（
種
別

割
）
の
全
期
、
固
定
資
産
税
の

１
期
の
納
期
限
は
５
月
31
日
㈬

で
す
。

　

納
期
限
ま
で
の
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。

納
付
場
所
・
方
法　

 

金
融
機

関
、コ
ン
ビ
ニ
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
決
済
（LIN

E Pay

、

継
続
し
て
減
免
を
希
望
す
る
場

合
も
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

減
免
の
対
象
と
な
る
車
両

①
障
が
い
者
等
本
人
が
所
有
す

る
軽
自
動
車
等

②
障
が
い
者
等
本
人
と
生
計
を

一
に
す
る
人
が
所
有
す
る
軽
自

動
車
等
（
障
が
い
者
等
本
人
が

普
通
自
動
車
や
軽
自
動
車
を
所

有
し
て
い
な
い
場
合
に
限
る
）

③
構
造
が
専も

っ
ぱ

ら
障
が
い
者
等
の

利
用
に
供
す
る
た
め
の
軽
自
動

車
等

④
公
益
の
た
め
に
直
接
専
用
す

る
軽
自
動
車
等

※
①
お
よ
び
②
で
減
免
で
き
る

車
両
は
、
お
持
ち
の
軽
自
動
車

等
（
普
通
自
動
車
を
含
む
）
の

う
ち
１
台
で
す
。

減
免
申
請
に
必
要
な
も
の

▽
前
述
①
〜
④
共
通　

軽
自
動

車
税
（
種
別
割
）
減
免
申
請

書
（
税
務
課
・
各

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

窓
口
に
設

置
の
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）、

納
税
義
務
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

確
認
書
類
お
よ
び
本
人
確
認
書

類
（
法
人
番
号
の
場
合
は
添
付

不
要
）、
減
免
を
受
け
よ
う
と

す
る
車
両
の
車
検
証
（
車
検
の

あ
る
車
両
の
場
合
）

▽
前
述
①
と
②
に
よ
る
減
免　

身
体
障
害
者
手
帳
・
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
・
療
育
手
帳
・

戦
傷
病
者
手
帳
の
い
ず
れ
か
、

減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
車
両

を
運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証

▽
前
述
③
に
よ
る
減
免　

写

真
・
カ
タ
ロ
グ
な
ど
構
造
の
わ

か
る
も
の

　

郵
送
の
場
合
は
必
要
な
も
の

の
コ
ピ
ー
を
申
請
書
と
と
も
に

税
務
課
ま
で
送
付
く
だ
さ
い
。

申
請
締
切　

５
月
31
日
㈬

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

税
務
課
、
広
瀬

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

、
伯
太

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

税
務
課

　

℡
23-

３
０
４
０

d

払
い
、au PAY

、PayPay

、

J-Coin Pay

）

　

最
新
情
報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

税
務
課

▽
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
に

つ
い
て

　

・
市
民
税
係

　

℡
23-

３
０
４
０

▽
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

　

・
固
定
資
産
税
係

　

℡
23-

３
０
５
１

▽
税
の
納
付
に
つ
い
て

　

・
収
納
係

　

℡
23-

３
０
４
３
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庁
地

交
伯 総

自
動
車
税
種
別
割
の
納
期

内
納
付
を
お
願
い
し
ま
す

　

自
動
車
税
種
別
割
の
納
期
限

は
５
月
31
日
㈬
で
す
。
納
税
通

知
書
と
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
が

あ
れ
ば
便
利
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
納
付
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
際

は
島
根
県
東
部
県
民
セ
ン
タ
ー

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

通
知
書
発
送
日　

５
月
１
日
㈪

納
付
場
所
・
方
法　

 

ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
・
パ
ソ
コ
ン
で
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
納
付（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
決
済
ア
プ
リ
・
ク
レ
ジ
ッ
ト

介護保険料の通知書を介護保険料の通知書を
４月中旬に発送しています４月中旬に発送しています

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

介護保険課　℡２３-３２９３

　65歳以上で介護保険料が年金から天引き
（特別徴収）される人を対象に、令和５年度の
介護保険料（４・６・８月の徴収額）を記載
した通知書を４月中旬にお送りしています。
　今回お知らせしている額は、令和５年度の
市民税額が確定するまでの仮の徴収額です。
（市県民税課税状況が確定するまでは、令和４
年度の実績をもとに暫定的に計算します。）市
県民税課税状況が確定後に年間の介護保険料
の額を決定し、10月以降の徴収額を６月中旬
にお知らせします。
　保険料は被保険者（本人）と世帯員の課税
状況などにより、11段階の区分に設定してい
ます。

令和５年度介護保険料一覧

所得段階 年額（円） 月額（円）

第１段階   18,900   1,575
第２段階   34,020   2,835
第３段階   52,920   4,410
第４段階   68,040   5,670
第５段階   75,600   6,300
第６段階   90,720   7,560
第７段階   94,500   7,875
第８段階   98,280   8,190
第９段階 102,060   8,505
第10段階 113,400   9,450
第11段階 128,520 10,710

カ
ー
ド
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ

ン
キ
ン
グ
、
詳
し
く
は
「
地
方

税
お
支
払
サ
イ
ト
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
）、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
、
金
融
機
関
や
県
民
セ
ン

タ
ー
の
窓
口
な
ど

　

詳
細
は
島
根
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

島
根
県
東
部
県
民
セ
ン
タ
ー

収
納
管
理
課

　

℡
０
８
５
２-

32-

５
６
２
９

地
方
税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

で
の
納
付
が
開
始
し
ま
す

　

４
月
か
ら
、
全
国
の
自
治
体

ま
す
。
な
お
、
顔
写
真
は
窓
口

で
撮
影
し
ま
す
。

実
施
日　

５
月
14
日
㈰

時
間　

９
時
〜
12
時

場
所　

市
民
課
（
安
来

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

）

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

市
民
課

　

℡
23-

３
０
９
２

ス
プ
レ
ー
缶
は
使
い
切
っ
て

埋
立
ご
み
へ（
穴
開
け
不
要
）

　

ス
プ
レ
ー
缶
に
穴
を
開
け
、

爆
発
火
災
事
故
と
な
る
事
例
が

市
外
で
発
生
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
平
成
31
年
４
月
か
ら

ス
プ
レ
ー
缶
（
殺
虫
剤
、
ヘ
ア

ス
プ
レ
ー
、
制
汗
剤
）、
カ
セ
ッ

ト
コ
ン
ロ
用
の
ガ
ス
缶
、
ガ
ス

ラ
イ
タ
ー
を「
穴
を
開
け
ず
に
」

「
使
い
切
っ
て
」「
埋
立
ご
み
」

へ
出
す
よ
う
に
分
別
区
分
を
変

更
し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
分
別
の
手
引
き
を
ご
確

認
い
た
だ
き
、
安
全
・
適
正
に

排
出
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
プ
レ
ー
缶
等
を
購

入
す
る
際
は
、必
要
な
も
の
を
、

な
る
べ
く
使
い
切
れ
る
量
で
購

入
す
る
な
ど
の
工
夫
を
お
願
い

し
ま
す
。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

環
境
政
策
課

　

℡
23-

３
１
０
０

で
地
方
税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

（
ｅ
Ｌ-

Ｑ
Ｒ
）
の
運
用
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

納
付
書
表
面
に
ｅ
Ｌ-

Ｑ
Ｒ

が
印
字
し
て
あ
れ
ば
、
地
方
税

共
同
機
構
の
「
地
方
税
お
支
払

サ
イ
ト
」
を
利
用
し
て
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か

ら
納
付
で
き
ま
す
。

　

納
付
方
法
等
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
株
式
会
社
デ

ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標

で
す
。

対
象
税　

固
定
資
産
税
、
軽
自

動
車
税
（
種
別
割
）

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

税
務
課

　

℡
23-

３
０
４
３

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
等
の
休
日
窓
口
を

開
設
し
ま
す

　

平
日
の
市
役
所
開
庁
時
間
の

ほ
か
に
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
申
請
や
受
け
取
り
が

で
き
ま
す
。
申
請
の
際
に
、
通

知
カ
ー
ド
と
官
公
庁
が
発
行
し

た
顔
写
真
付
き
本
人
確
認
書
類

を
お
持
ち
の
場
合
、
カ
ー
ド
を

郵
送
で
受
け
取
る
こ
と
も
で
き
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マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２
弾

に
つ
い
て

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
と
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促

進
、
消
費
活
性
化
を
目
的
に
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ

ス
で
利
用
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
を

付
与
す
る
国
の
施
策
で
す
。

申
込
期
限　

９
月
30
日
㈯

対
象　

令
和
５
年
２
月
末
ま
で

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
を
し
た
人

付
与
ポ
イ
ン
ト

①
選
択
し
た
決
済
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
・
チ
ャ
ー
ジ
金
額
に
応
じ

て　

最
大
５
０
０
０
円
分

②
健
康
保
険
証
と
し
て
の
利
用

申
込
み
で　

７
５
０
０
円
分

③
公
金
受
取
口
座
の
登
録
完
了

で　

７
５
０
０
円
分

申
込
方
法

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
読
み

取
り
機
能
付
き
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、
ま
た
は
パ
ソ
コ
ン
・

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
対
応

の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ

を
使
用
し
自
身
で
申
し
込
み

▽
郵
便
局
や
コ
ン
ビ
ニ
（
マ
ル

チ
コ
ピ
ー
機
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
）、
携

帯
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
手
続
き
ス
ポ
ッ
ト
に
設

置
さ
れ
て
い
る
支
援
端
末
で
の

申
し
込
み
（
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

手
続
き
ス
ポ
ッ
ト
で
は
「
公
金

受
取
口
座
の
登
録
」
は
行
え
ま

せ
ん
）

▽
安
来

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申

込
支
援
窓
口
、
広
瀬

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

、
伯
太

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

で
の
申
し
込
み
（
５
月
末
は

窓
口
が
大
変
混
雑
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
、
お
早
め
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
）

必
要
な
も
の　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
（
電
子
証
明
書
の
有
効

期
限
内
の
も
の
）、
数
字
４
桁

の
暗
証
番
号
、
決
済
サ
ー
ビ
ス

Ｉ
Ｄ
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
コ
ー

ド
、
通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
な
ど
口
座
情
報
の
わ
か
る
も

の
（
公
金
受
取
口
座
の
登
録
を

す
る
場
合
）

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

℡
０
１
２
０-

95-

０
１
７
８

・
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
室

　

℡
23-

３
１
２
２

東
京
安
来
会・
近
畿
安
来
会

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

安
来
会
（
ふ
る
さ
と
会
）
は
、

関
東
・
関
西
在
住
の
安
来
市
に

ゆ
か
り
の
あ
る
人
で
組
織
さ
れ

た
団
体
で
す
。
関
東
で
活
動
し

て
い
る
「
東
京
安
来
会
」
と
、

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

地域振興課　℡２３-３０６９

　５月11日㈭～20日㈯は「春の全国交通安全運動」期間
です。一人一人が交通ルールとマナーを守り、交通事故
の防止に努めましょう。
運動重点
１．こどもを始めとする歩行者の安全確保
２．横断歩行者事故等の防止と安全運転意識の向上
３．自転車のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底
自転車安全利用五則
①車道が原則、左側を通行　歩道は例外、歩行者を優先
②交差点では信号と一時停止を守って、安全確認
③夜間はライトを点灯
④飲酒運転は禁止　
⑤ヘルメットを着用

関
西
で
活
動
し
て
い
る
「
近
畿

安
来
会
」
が
あ
り
ま
す
。

　

総
会
・
懇
親
会
の
開
催
（
年

に
一
度
）、
物
販
コ
ー
ナ
ー
で

の
安
来
の
野
菜
や
特
産
品
の
販

売
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
東
京

安
来
会
は
毎
年
５
月
頃
に
、
近

畿
安
来
会
は
毎
年
９
月
頃
に
総

会
・
懇
親
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

安
来
市
に
ゆ
か
り
あ
る
人
は

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
参
加

を
希
望
す
る
人
は
安
来
会
事
務

局
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
第
28
回
東
京
安
来
会
総
会
・

懇
親
会

開
催
日　

５
月
13
日
㈯

場
所　

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

（
東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
）

▽
第
13
回
近
畿
安
来
会
総
会
・

懇
親
会

日
時　

９
月
頃

場
所　

未
定 

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

安
来
会
事
務
局
（
や
す
ぎ
暮
ら

し
推
進
課
）　

℡
23-

３
０
５
９

市
内
事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

「
新
就
職
者
歓
迎
の
つ
ど
い
」

を
開
催
し
ま
す

　

市
内
の
事
業
所
へ
新
た
に
就

職
し
た
人
を
お
祝
い
し
、
激
励

す
る
と
と
も
に
、
異
業
種
間
の

交
流
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
産

業
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
、「
令
和
５
年
度　

新

就
職
者
歓
迎
の
つ
ど
い
」
を
開

催
し
ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る

場
合
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲

載
の
申
込
書
に
よ
り
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
19
日
㈮
13
時
15
分

〜
（
12
時
45
分
受
付
開
始
）

会
場　

安
来
商
工
会
議
所　

大

ホ
ー
ル

対
象
者　

①
今
春
市
内
の
事
業

所
等
の
新
規
就
職
者
（
市
外
か

ら
市
内
の
事
業
所
等
再
就
職
者

を
含
む
）　

②
学
校
教
職
員
に

新
規
採
用
さ
れ
、
今
春
初
め
て

市
内
の
学
校
に
配
属
さ
れ
た
人

内
容　
「
社
会
人
の
た
め
の
お

金
の
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
」

参
加
費　

無
料

申
込
締
切　

５
月
２
日
㈫

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

新
就
職
者
歓
迎
の
つ
ど
い
実

行
委
員
会
事
務
局
（
や
す
ぎ
暮
ら

し
推
進
課
）　

℡
23-

３
１
０
７
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庁
地

交
伯 総

ぎ
懐
古
館
一
風
亭
内
「
や
す
ぎ

創
業
支
援
セ
ン
タ
ー
」
は
３
月

末
で
閉
鎖
し
、
４
月
４
日
に
安

来
商
工
会
議
所
内
に
「
創
業
相

談
窓
口
」と
し
て
移
転
し
ま
し
た
。

　

経
営
の
専
門
家
が
、
創
業
に

関
す
る
相
談
を
受
け
ま
す
。
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

創
業
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
常
駐

日　

毎
週
火
・
木
・
金
曜
日
（
祝

日
は
除
く
）

営
業
時
間　

10
時
〜
17
時

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

創
業
相
談
窓
口

　

℡
26-

３
３
６
０

乳
幼
児
健
診

※
時
間
は
受
付
時
間
で
す

●
４
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　

５
月
11
日
㈭
13

時
〜
14
時
15
分
・

●
●
●
●
●
●
●

対
象　

令
和
４
年
12
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
健

診
ア
ン
ケ
ー
ト
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
９
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　

５
月
29
日
㈪
13

時
〜
14
時
15
分
・

●
●
●
●
●
●
●

対
象　

令
和
４
年
７
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん

　６月の環境月間にあわせ、住民参加の一斉清掃活動を実施します。
参加団体には、専用の収集袋をお渡しします。
　別の日に清掃活動をする場合は、ボランティア清掃の申し込みに
なります。提出いただく計画書等が違いますので、ご注意ください。
実施日　６月11日㈰
　清掃作業は回収の都合上、午前10時までに終えてください。なお、
回収に立会いは不要です。
実施場所　市内公共の場所
回収するもの　収集袋に入る燃やすごみ、
その他のごみ（缶・ビンなど）
※草、木、土砂、収集袋に入らない粗大ご
み、当日参加者が飲食したごみなどは、回収できません
申込方法　自治会、団体代表名で参加申込書を提出し、事前に収集
袋を受け取ってください。
申込先・申込書設置場所　環境政策課、広瀬

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

、伯太

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

、山佐・布
部・比田各出張所
申込期限　５月19日㈮
●ボランティア清掃●ボランティア清掃
　クリーンアップやすぎデーでない日に、自治会などの団体、個人
で行う清掃活動を支援します。事前に申請することで、専用の収集
袋の提供とごみの回収を行います。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

環境政策課、広瀬

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

、伯太

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

環境政策課　℡２３-３１００

クリーンアップやすぎデー参加団体を募集しますクリーンアップやすぎデー参加団体を募集します

つ
で
、
安
来
市
の
下
限
面
積
は

30
ア
ー
ル
で
し
た
が
、
農
地
法

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
農
地
の

権
利
取
得
に
あ
た
っ
て
の
下
限

面
積
が
撤
廃
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
農
地
全
体
を
耕
作

す
る
こ
と
、
農
作
業
に
常
時
従

事
す
る
こ
と
等
の
他
の
要
件

は
、
従
来
通
り
満
た
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
農
業
委
員
会
事
務

局
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

農
業
委
員
会
事
務
局

　

℡
23-

３
３
６
０

「
や
す
ぎ
創
業
支
援
セ
ン

タ
ー
」
が
移
転
し
ま
し
た

　

市
の
創
業
相
談
の
拠
点
、
や
す

農
地
取
得
の
下
限
面
積
要
件

が
撤
廃
さ
れ
ま
し
た

　

売
買
・
贈
与
な
ど
で
農
地
の

権
利
を
取
得
す
る
に
は
、
農
地

法
第
３
条
の
規
定
に
よ
り
農
業

委
員
会
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　

許
可
を
得
る
た
め
に
は
、
許

可
後
の
耕
作
面
積
が
下
限
面
積

以
上
と
な
る
こ
と
が
要
件
の
１

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
バ

ス
タ
オ
ル

●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所　

５
月
25
日
㈭
９

時
〜
10
時
15
分
・

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

対
象　

令
和
３
年
10
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
健

診
ア
ン
ケ
ー
ト
、
フ
ェ
イ
ス
タ

オ
ル
、
仕
上
げ
用
歯
ブ
ラ
シ

●
３
歳
児
健
診

日
時
・
場
所　

５
月
25
日
㈭
13

時
〜
14
時
15
分
・

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

対
象　

令
和
元
年
12
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
健

診
ア
ン
ケ
ー
ト
、当
日
朝
の
尿
、

仕
上
げ
用
歯
ブ
ラ
シ
、
子
ど
も

用
歯
ブ
ラ
シ

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

日
時　

５
月
17
日
㈬
13
時
15
分

〜
14
時
15
分
（
受
付
時
間
）

場
所　

●
●
●
●
●
●
●

対
象　

令
和
４
年
11
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２
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移住促進セミナーを開催します
　安来市や山陰地方への移住に関心がある人に
向けて、認定 NPO法人ふるさと回帰支援セン
ターで、移住促進セミナーを開催します。
　安来市の魅力が詰まった内容を予定していま
すので、ぜひ県外に住んでいる家族や知人にお
知らせください。
日時　５月 14 日㈰ 11 時 30 分～
場所　ふるさと回帰支援センター
　　　（東京都有楽町）
　セミナーの詳細については市ホー
ムページ（右の２次元コード）をご
覧ください。● 地

● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

やすぎ暮らし推進課　℡２３-３０５９

離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

※
時
間
は
受
付
時
間
で
す

日
時
・
場
所　

５
月
23
日
㈫
▽

５
〜
６
カ
月
児
…
９
時
45
分
〜

10
時　

▽
７
〜
８
カ
月
児
…
13

時
30
分
〜
13
時
45
分
・

●
●
●
●
●
●
●

申
込
締
切　

５
月
17
日
㈬

持
ち
物　

試
食
用
の
ス
プ
ー
ン

（
大
人
用
・
子
ど
も
用
）、
母
子

健
康
手
帳
、
冊
子
「
ご
は
ん
手

帳
」（
４
か
月
児
健
診
時
に
配

布
）

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

子
ど
も
未
来
課

　

℡
23-

３
２
２
２

「
お
さ
ら
い
手
話
教
室
」

（
全
２
回
）
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す

　
「
手
話
に
つ
い
て
以
前
勉
強

し
た
け
ど
忘
れ
て
し
ま
っ
た
」、

「
手
話
奉
仕
員
の
活
動
を
再
開

し
て
み
た
い
」
と
言
う
人
に
向

け
た
手
話
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
簡
単
な
挨
拶
や
自
己
紹
介

か
ら
復
習
し
つ
つ
、
会
話
や
読

み
取
り
な
ど
を
お
さ
ら
い
し
ま

せ
ん
か
。

　

手
話
を
も
う
一
度
学
び
た
い

が
、
何
か
ら
始
め
た
ら
良
い
か

〜
12
時

場
所　

●
●
●
●
●
●
●

運
動
指
導
室

●
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
の
た

め
の
ヨ
ガ
教
室

　

子
育
て
中
の
お
父
さ
ん
と
お

母
さ
ん
、
自
分
の
体
や
心
と
向

き
合
い
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
し

た
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

　

ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

指
導
で
、
心
身
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

５
月
30
日
㈫
10
時
30
分

〜
12
時

場
所　

●
●
●
●
●
●
●

運
動
指
導
室

そ
の
他　

託
児
あ
り

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

子
ど
も
未
来
課　

　

℡
23-

３
２
２
２

は
つ
ら
つ
☆

マ
タ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
♪

日
時　

５
月
14
日
㈰
９
時
30
分

〜
11
時
30
分

場
所　

●
●
●
●
●
●
●

運
動
指
導
室

対
象　

お
お
む
ね
妊
娠
６
カ
月

以
降
の
妊
婦
と
そ
の
夫

内
容　

助
産
師
の
お
話
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
情
報
提
供

な
ど

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
タ

オ
ル

　

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※
原
則
、
土
日
・
祝
日
と
８
月

14
日
〜
15
日
は
休
み
、
訓
練
期

間
は
３
カ
月
で
す
。

対
象　

受
講
指
示
・
受
講
推
薦

ま
た
は
支
援
指
示
を
受
け
ら
れ

る
人

そ
の
他　

▽
定
員
15
人　

▽
受

講
料
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
等
は

個
人
負
担
）　

▽
雇
用
保
険
受

給
者
は
基
本
手
当
等
が
支
給

（
訓
練
受
講
給
付
金
も
対
応
）

募
集
締
切　

５
月
10
日
㈬

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
安
来

　

℡
22
‐
２
５
４
５

わ
か
ら
な
い
と
い
う
人
は
ぜ
ひ

参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

▽
第
１
回
：
５
月
21

日
㈰　

▽
第
２
回
：
６
月
25
日

㈰
、
ど
ち
ら
か
だ
け
の
参
加
も

可
能

時
間　

10
時
〜
12
時

場
所　

安
来
中
央

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

対
象　

こ
れ
ま
で
に
手
話
の
学

習
を
し
た
こ
と
が
あ
る
人

参
加
費　

無
料

定
員　

20
人

申
込
締
切　

５
月
16
日
㈫

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

福
祉
課

　

℡
23-
３
２
１
７

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
講
座
（
要
申

し
込
み
、
５
月
１
日
㈪
９

時
受
付
開
始
）

●
木
育
ひ
ろ
ば
で
遊
ぼ
う
！

　

木
に
触
れ
て
、
木
の
こ
と
を

知
っ
て
、
木
の
玩
具
で
一
緒
に

遊
び
ま
せ
ん
か
。
木
育
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
お
話
を
聞
き
な

が
ら
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

ま
し
ょ
う
。

日
時　

５
月
26
日
㈮
10
時
30
分

申
込
締
切　

５
月
10
日
㈬

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

子
ど
も
未
来
課　

　

℡
23-

３
２
２
２

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科
①

　

再
就
職
に
向
け
た
職
業
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
技

能
資
格
取
得
や
企
業
で
生
か
せ

る
応
用
力
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

日
時　

６
月
１
日
㈭
〜
８
月
29

日
㈫
９
時
〜
15
時
50
分
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庁
地

交
伯 総

に
お
願
い
し
ま
す
（
２
日
前
か

ら
は
受
講
料
が
発
生
し
ま
す
）。

●
パ
ソ
コ
ン
体
験
教
室

　

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。
パ
ソ

コ
ン
に
さ
わ
っ
て
簡
単
な
操
作

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
訓
練
セ

ン
タ
ー
備
え
付
け
の
パ
ソ
コ
ン

で
行
い
ま
す
。
事
前
の
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。

開
催
日　

平
日
の
み（
予
約
制
、

当
日
予
約
可
）

時
間　

▽
10
時
〜
12
時　

▽
14

時
〜
16
時

受
講
料　

１
時
間
に
つ
き

１
０
０
０
円

●
パ
ソ
コ
ン
教
室
（
各
定
員
10

人
）

　

１
人
で
入
力
で
き
る
人
が
対

象
の
教
室
で
す
。
訓
練
セ
ン

タ
ー
備
え
付
け
の
パ
ソ
コ
ン
で

行
い
ま
す
。
事
前
の
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

▽
ワ
ー
ド
初
級
コ
ー
ス

日
時　

５
月
15
日
㈪
〜
18
日
㈭

（
４
日
間
）
９
時
〜
12
時

受
講
料　

５
０
０
０
円

テ
キ
ス
ト
代　

１
０
０
０
円

▽
エ
ク
セ
ル
初
級
コ
ー
ス

日
時　

５
月
22
日
㈪
〜
25
日
㈭

（
４
日
間
）
９
時
〜
12
時

受
講
料　

５
０
０
０
円

テ
キ
ス
ト
代　

１
０
０
０
円

●
認
定
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

実
践
パ
ソ
コ
ン
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
基

礎
①
コ
ー
ス

　

在
職
者
を
対
象
と
し
た
知

識
・
技
能
向
上
の
た
め
の
職
業

訓
練
で
す
。

開
催
日　

５
月
９
日
㈫
、
12
日

㈮
、
16
日
㈫
、
19
日
㈮
、
23
日

㈫
、
26
日
㈮
、
30
日
㈫
、
６
月

２
日
㈮
（
全
８
回
）

時
間　

17
時
45
分
〜
19
時
45
分

受
講
料　

５
０
０
０
円

テ
キ
ス
ト
代　

２
２
０
０
円

申
込
締
切　

５
月
２
日
㈫

そ
の
他　

▽
申
し
込
み
は
在
職

し
て
い
る
会
社
を
通
じ
て
行
っ

て
く
だ
さ
い　

▽
定
員
10
人

●
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

教
室

　

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。
季
節

の
お
花
で
気
軽
に
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時   

５
月
27
日
㈯
10
時
〜
11
時

受
講
料　

２
５
０
０
円
（
材
料

費
込
み
）

持
ち
物　

は
さ
み

申
込
締
切　

５
月
22
日
㈪
12
時

※
締
切
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
受

講
料
を
お
支
払
い
頂
き
ま
す
。

定
員　

10
人

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン

タ
ー　

℡
23-

１
７
５
０

が
必
要
で
す　

▽
パ
ソ
コ
ン
・

プ
リ
ン
タ
ー
・
デ
ジ
カ
メ
の
持

ち
込
み
可　

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
メ
ー
ル
は
当
セ
ン
タ
ー
の

パ
ソ
コ
ン
の
み
利
用
可

●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

　

分
か
ら
な
い
こ
と
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

受
講
料　

１
回
（
２
時
間
）

４
０
０
０
円

そ
の
他　

▽
受
講
日
時
は
事
前

に
相
談
く
だ
さ
い　

▽
パ
ソ
コ

ン
、
デ
ジ
カ
メ
持
ち
込
み
可

　

キ
ャ
ン
セ
ル
は
３
日
前
ま
で

安
来
市
学
習
訓
練

セ
ン
タ
ー
主
催
の
教
室

　

い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談

　

パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
を
自
由
に

何
度
で
も
教
え
て
も
ら
え
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
の
不
具
合
・
修
理
は

対
応
し
て
い
ま
せ
ん
。

開
催
日　

平
日
（
予
約
制
、
当

日
予
約
可
）

時
間　

▽
10
時
〜
12
時　

▽
14

時
〜
16
時

受
講
料　

１
時
間
に
つ
き

１
０
０
０
円

そ
の
他　

▽
事
前
の
申
し
込
み

燃やすごみの減量化に燃やすごみの減量化に
ご協力くださいご協力ください

　安来市では年２回、家庭から出た燃やす
ごみの成分検査を行っています。
　令和４年度の成分検査結果では、出され
たごみ種類で見ると、紙・布類が約56％、
食品の食べ残しや野菜くずといった食品類
が22％と大きな割合を占めていました。
　燃やすごみの半分を占める紙・布類の量
を減らすことが、ごみの減量化に大きくつ
ながります。リサイクルできる紙は、雑が
み（その他の紙類）などに分別し、再利用
が可能な衣類はリサイクルステーションに
出しましょう。
　また、食品は必要な量だけ購入すること、
食べ残しのないよう心がけること、生ごみ
の水切りをすることなど、ごみの減量化に
ご協力をお願いします。
　なお、汚れなどで着られない衣類を燃や
すごみで出すときは、30㎝以内に切ってか
らごみ袋に入れて出してください。

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

環境政策課　℡２３-３１００

令和４年度ごみ質調査結果
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● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

和鋼博物館　℡２３-２５００

　鉄の積出港と
して栄えた安来
の町と、たたら
製鉄発祥の製鉄
技術の進化がも
たらした「ヤス
キハガネ」の最先端技術を写真パネルや製
品で紹介します。
　企画展初日のオープニングセレモニーや
記念講演をはじめ、期間中には企画展に関
連する行事もあります。詳しくは和鋼博物
館ホームページ（右２次元コード）
やチラシで確認ください。
期間　４月29日㈯㈷～５月14日㈰
　　　（５月10日㈬は休館日）
開館時間　９時～17時（最終入館時間は　
　　　　  16時30分）
場所　和鋼博物館市民ギャラリー
入場料　無料

和鋼博物館　開館30周年記念事業
企画展「そこにも！ハガネ技術展」
～安来市とともに歩んできた

「ヤスキハガネ」を知る～

被
害
者
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座
受
講
者
募
集

　

島
根
被
害
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
は
、
事
件
や
事
故
等
の
被

害
を
受
け
た
人
や
そ
の
家
族
等

に
対
し
、電
話
相
談
を
は
じ
め
、

面
接
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
法

律
相
談
の
実
施
や
、
病
院
や
裁

判
所
等
へ
の
付
添
い
な
ど
、
幅

広
い
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

　

島
根
被
害
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
は
、
第
15
回
被
害
者
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

受
講
日　

６
月
３
日
、
17
日
、

７
月
１
日
、
15
日
、
８
月
５
日

（
土
曜
日
、
全
５
回
）

時
間　

13
時
〜
17
時

会
場　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
島
根

（
松
江
市
東
津
田
町
）

受
講
料　

資
料
代
と
し
て

１
０
０
０
円
（
５
回
分
）

講
師　

弁
護
士
、臨
床
心
理
士
、

被
害
者
遺
族
ほ
か

受
講
資
格　

25
歳
以
上
で
、
事

件
・
事
故
の
被
害
者
等
に
寄
り

添
い
、
月
に
一
回
程
度
平
日
の

支
援
活
動
に
参
加
い
た
だ
け
る

意
欲
の
あ
る
人

定
員　

10
人
程
度

申
込
締
切　

５
月
26
日
㈮

●
事
件
・
事
故
の
被
害
に
あ
わ

れ
た
人
へ

　

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん

か
。ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
必
ず
守
り
ま
す
。

　

℡
０
１
２
０-

５
５
６-

４
９
１
（
通
話
無
料
）

相
談
日　

平
日
（
８
月
13
日
〜

15
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

時
間　

10
時
〜
16
時

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

（
公
社
）島
根
被
害
者
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
８
５
２-

32-

５
９
２
８

加
納
美
術
館
企
画
展
関
連

イ
ベ
ン
ト

●
ア
ー
ト
ｄ
ｅ
ト
ー
ク
（
対
話

型
鑑
賞
会
）

日
時　

５
月
14
日
㈰
①
11
時
〜

12
時
②
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー　

春
日
美
由
紀

さ
ん
（
み
る
み
る
の
会
）

場
所　

加
納
美
術
館
展
示
室 

参
加
料　

無
料
（
要
入
館
料
）

●
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク

日
時　

５
月
７
日
㈰
、
21
日
㈰

10
時
30
分
〜

場
所　

加
納
美
術
館
展
示
室 

参
加
料　

無
料
（
要
入
館
料
）

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

安
来
市
加
納
美
術
館

　

℡
36-

０
８
８
０

講
座
を
開
催
し
ま
す
）

場
所　

安
来
中
央

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

相
談
料
・
予
約　

無
料
・
不
要

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

高
齢
者
ま
る
ご
と
相
談
セ
ン

タ
ー　

℡
32-

９
１
１
０

栄
養
相
談

（
無
料
・
要
予
約
）

　

食
生
活
や
健
診
結
果
な
ど
、

管
理
栄
養
士
が
専
門
的
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

日
時
・
場
所　

▽
５
月
９
日
㈫
９

時
30
分
〜
16
時
・
安
来
中
央

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

▽
５
月
23
日
㈫
９
時
〜
11
時
・

●
●
●
●
●
●
●

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

い
き
い
き
健
康
課

　

℡
23-
３
２
２
０

心
の
健
康
相
談
（
無
料
）

　

心
の
病
気
や
悩
み
、
ア
ル

コ
ー
ル
問
題
、
も
の
忘
れ
に
関

す
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

日
時
・
場
所　

▽
５
月
11
日
㈭
・

16
日
㈫
・
29
日
㈪
13
時
30
分
〜

16
時
（
11
日
は
17
時
ま
で
）・

松
江
保
健
所
（
松
江
市
東
津
田

町
）　

▽
５
月
25
日
㈭
13
時
30

分
〜
16
時
・
安
来
中
央

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

担
当
者　

精
神
科
医
師
、
保
健

師そ
の
他　

事
前
に
予
約
が
必
要

で
す

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

松
江
保
健
所

　

℡
０
８
５
２-

23-

１
３
１
６

毎
月
第
１
・
３
日
曜
日
に

休
日
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す

　

高
齢
者
に
関
す
る
幅
広
い
相

談
を
お
受
け
す
る
と
と
も
に
、

介
護
、
医
療
、
福
祉
、
保
健
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
や
地
域

で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
紹

介
を
し
ま
す
。

日
時　

５
月
７
日
㈰
、
21
日
㈰

９
時
30
分
〜
12
時
（
21
日
は
10

時
か
ら
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」
を
テ
ー
マ
に
ミ
ニ
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庁
地

交
伯 総

●
相
続
・
遺
言
相
談
セ
ン
タ
ー

日
時　

毎
週
火
曜
日
12
時
〜
15
時

【
面
談
相
談
】

日
時　

５
月
13
日
㈯
13
時
〜
17
時

場
所　

朝
日
会
館
（
松
江
市
東

朝
日
町
）

予
約
方
法　

電
話
に
よ
る
予
約

（
毎
週
月
・
火
・
木
曜
日
12
時

〜
15
時
）

予
約
先

　

℡
０
８
５
２-

60-

９
２
１
１

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

●
就
業
相
談
会
（
移
動
ナ
ー
ス

バ
ン
ク
）

日
時　

５
月
17
日
㈬
14
時
〜
15

時
30
分

場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松
江

（
松
江
市
向
島
町
）

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
８
５
２
‐
27-

８
５
１
０

難
病
相
談
（
無
料
）

　

難
病
患
者
本
人
や
家
族
、
関

係
者
等
を
対
象
に
、
難
病
の
治

療
や
療
養
生
活
な
ど
に
関
す
る

相
談
（
一
般
相
談
）
を
お
受
け

し
ま
す
。
ま
た
、
難
病
患
者
就

職
サ
ポ
ー
タ
ー
が
、
難
病
患
者

の
就
労
に
関
す
る
相
談
（
就
労

相
談
）
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

相
談
は
来
所
の
ほ
か
に
電
話

や
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

▽
一
般
相
談
：
平
日
８

時
30
分
〜
16
時
30
分
、（
電
話

相
談
の
み
）
毎
月
第
１
土
曜
日

９
時
〜
11
時
30
分　

▽
就
労
相

談
：
毎
月
第
２
水
曜
日
13
時
30

分
〜
15
時
30
分
（
前
日
ま
で
に

予
約
が
必
要
で
す
）

場
所　

し
ま
ね
難
病
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
（
出
雲
市
塩
冶
町
）

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

● 地
● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

し
ま
ね
難
病
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー

５月は消費者月間です
デジタルで快適、消費生活術 

～デジタル社会の進展と消費者のくらし～
　社会のデジタル化が進み、
多様なコミュニケーション
やサービスの利用が可能と
なったことに伴い、SNS な
どによる情報収集・ 発信や
オンライン消費の普及等、
私たちの生活は非常に便利
になり、楽しみ方の幅は拡大しています。
　一方で、デジタル化に伴う新たな消費者トラブルも
発生しています。
　トラブルを避けながら、デジタル社会の恩恵を享受
し、より豊かな消費生活を安全・ 安心に営むためには、
デジタルサービスの仕組みやそのリスクの理解、様々
な情報の正確さを見極める力や、適切に活用するため
の情報モラル等を身に付けることが必要です。
　５月末まで安来庁舎２階ロビーに消費者被害未然防
止の資料や、くらしに役立つリーフレットなどの展示
をしています。
　この機会に消費生活に関する知識を深め、くらしの
安全・安心を見直してみましょう。● 地

● 庁
● 交
● 伯
● 健
● 申
● 問
● 地
● 地

安来市消費生活センター　℡２３-３０６８

消
費
者
庁
イ
ラ
ス
ト
集
よ
り

　

℡
０
８
５
３-

24-

８
５
１
０

各
種
定
期
相
談
は

市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
で

ご
確
認
く
だ
さ
い

　

相
談
は
無
料
で
す
。
相
談
時

間
・
問
い
合
わ
せ
先
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

行
政
相
談

▽
９
時
〜
12
時　

▽
総
務
省
島
根
行
政
監
視
行
政

相
談
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
８
５
２-

21-

３
６
３
０

生
活
相
談

▽
９
時
〜
16
時　

▽
社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
23-

１
８
５
５

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談

▽
９
時
〜
12
時　

▽
人
権
施
策
推
進
課

　

℡
23-

３
０
６
８　

し
ま
ね
東
部
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

出
張
相
談
（
要
予
約
）

▽
14
時
〜
16
時　

▽
サ
ポ
ス
テ
松
江　

　

℡
０
８
５
２-

33-

７
７
１
０

縁
結
び
相
談

「
は
ぴ
こ
交
流
サ
ロ
ン
」

▽
10
時
〜
12
時　

▽
や
す
ぎ
暮
ら
し
推
進
課

　

℡
23-

３
１
７
９

タ
ー

　

℡
０
８
５
２-

24-

１
４
０
２

看
護
職
の
就
業
相
談

　

看
護
職
の
求
人
・
求
職
相
談
、

看
護
情
報
の
提
供
な
ど
を
行
い

ま
す
。

●
就
業
相
談

　

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時　

平
日
10
時
〜
15
時

場
所　

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
（
松
江
市
袖
師
町
）

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

【
電
話
相
談
】

　

℡
０
８
５
２-

60-

９
２
１
１

●
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

内
容　

不
動
産
の
売
買
、
名
義

変
更
、お
金
の
貸
し
借
り
、ロ
ー

ン
返
済
、
悪
質
商
法
、
会
社
の

登
記
、
裁
判
、
調
停
、
成
年
後

見
等
高
齢
者
の
財
産
管
理
な
ど

日
時　

毎
週
月
・
木
曜
日
12
時

〜
15
時



秘
書
広
報
課
編
集

●広報紙にあなたの写真が載りましたら、差し上げますのでご連絡ください。
●自治会宛の発送等については、地域振興課（☎ 23-3067）までご連絡ください。

▲現在直接訪問することができないこ
ども園ですが、園児の工作をお土産
にするなど形を変え交流しています。
◀ろここカフェは、赤屋小学校の子ど
もたちの学習成果発表の場でもあり、
学習のモチベーションを上げる一助と
なっています。

▼
４
月
よ
り
広
報
の
担
当
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
早
速
市
内

の
満
開
の
桜
や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の

写
真
を
撮
り
に
行
っ
た
の
で
す

が
、
皆
様
の
目
を
引
く
写
真
を
撮

る
の
に
ど
う
し
た
ら
良
い
か
悪
戦

苦
闘
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
に

と
っ
て
親
近
感
が
あ
り
、
読
み
や

す
い
広
報
を
作
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
取
材
の
際
は
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
（
け
）

▼
３
年
前
に
流
行
し
始
め
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
第
５

類
へ
移
行
し
、
１
つ
の
区
切
り
を

迎
え
ま
す
。
と
同
時
に
、
私
も
３

年
間
の
広
報
活
動
を
終
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
安
来
の
「
今
」

を
い
か
に
伝
え
る
か
、
試
行
錯
誤

の
日
々
。
そ
し
て
、
先
輩
方
か
ら

受
け
継
い
だ
バ
ト
ン
を
次
へ
渡
し

ま
す
。
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す（
つ
）

〒
692-8686島

根
県
安
来
市
安
来
町
878-2　

 電
話
：
23-3010 / FAX：

23-3161
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
https://w

w
w
.city.yasugi.shim

ane.jp
メ
ー
ル
：
hisho@

city.yasugi.shim
ane.jp

安来市の人口と世帯数

人口合計／

世 帯 数 ／

Ｒ5. ３.31現在

（男:17,394人　女:18,744人）
3 6 , 1 3 8人

1 4 , 2 2 0世帯

令
和
5年
5月
号

　

赤
屋
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
月
「
ろ
こ
こ
カ

フ
ェ
」
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
赤
屋
地
域
で
働
い

て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
人
や
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
の
幅
広
い
年
代
の
地
域
の
皆
さ
ん
が

交
流
で
き
る
場
と
な
る
こ
と
、
お
茶
や
お
菓
子
を

楽
し
み
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
す
る
気
楽
な
場
と
な

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

カ
フ
ェ
名
の
由
来
は
、
交
流
セ
ン
タ
ー
、
こ
ど

も
園
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
頭
文
字
か
ら
。
カ

フ
ェ
が
始
ま
っ
た
の
は
令
和
元
年
６
月
で
、
当

時
の
認
定
こ
ど
も
園
赤
屋
の
園
長
の
「
子
ど
も
た

ち
が
地
域
の
人
と
交
流
で
き
る
機
会
を
増
や
し
た

い
」
と
い
う
思
い
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
そ
の
話

を
聞
い
た
赤
屋
交
流
セ
ン
タ
ー
の
職
員
か
ら
、
カ

フ
ェ
の
形
式
に
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
提
案
が
あ

る
と
、
そ
の
後
ト
ン
ト
ン
拍
子
に
計
画
が
進
み
、

数
日
ほ
ど
で
初
回
の
ろ
こ
こ
カ
フ
ェ
開
催
が
決
定

し
て
い
ま
し
た
。

　

赤
屋
地
域
に
あ
る
認
定
こ
ど
も
園
や
小
学
校
、

Ｊ
Ａ
、
郵
便
局
、
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
開
催
場

所
に
、
手
作
り
の
お
菓
子
を
用
意
し
、
地
域
ぐ
る

み
で
協
力
し
て
行
っ
て
い
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
す

が
、
現
在
は
感
染
症
対
策
の
た
め
手
作
り
の
も
の

は
さ
け
、
開
催
場
所
を
交
流
セ
ン
タ
ー
に
限
定
し

て
行
っ
て
い
ま
す
。
よ
く
参
加
し
て
い
る
と
い
う

地
域
の
人
は
「
赤
屋
の
人
は
み
な
顔
な
じ
み
の
よ

う
な
も
の
で
、
こ
の
カ
フ
ェ
は
顔
を
合
わ
せ
る
い

い
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

赤屋地区
のイチオ

シ！
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